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日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
者
　
米
山
梅
吉

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花  

　

社
会
に
奉
仕
、
公
共
事
業
と
、
口
で
は
い

う
も
の
の
中
々
実
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
創
立
し
た
米

山
梅
吉
は
、「
後
進
の
た
め
に
も
早
く
隠
居

し
て
、
社
会
の
た
め
に
、
成
功
し
た
老
人
達

は
、
有
益
な
公
共
事
業
を
し
て
ほ
し
い
」　

こ
の
気
持
ち
が
、
創
立
へ
立
ち
上
が
っ
た
の

で
す
。

　

政
界
の
実
力
者 

井
上
馨
の
紹
介
で
三
井

銀
行
に
入
行
し
た
米
山
は
、
ど
ん
ど
ん
頭
角

を
現
し
入
行
九
ヶ
月
で
神
戸
支
店
次
席
に
昇

進
。

　

延
宝
元
年
日
本
橋
本
町
一
丁
目
に
開
店
し

た
越
後
屋
は
、
三
井
高
利
の
商
法
素
晴
ら
し

く
、
現
銀
掛
け
値
な
し
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

よ
り
百
年
、
百
五
十
年
早
い
正
札
販
売
で
、

呉
服
屋
か
ら
両
替
商
を
商
い
、
こ
れ
を
ひ

と
つ
に
ま
と
め
今
日
の
株
式
会
社
の
元
祖
と

も
い
う
大
元
方
制
度
を
つ
く
り
、
こ
の
両
替

商
が
明
治
九
年
日
本
最
初
の
私
立
銀
行
と
し

て
、
三
井
銀
行
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
井
銀
行
の
祖
と
言
わ
れ
る
中な

か
み
が
わ

上
川
彦
次

郎
は
、
近
代
的
商
業
銀
行
と
す
る
た
め
大
改

革
を
行
い
、
月
給
を
安
く
し
て
手
当
、
弁
当

代
、
住
宅
な
ど
、
三
井
家
か
ら
の
恩
恵
と
い

う
支
給
の
や
り
方
を
変
え
、
成
績
本
位
の
昇

給
昇
進
を
行
う
一
等
席
か
ら
十
等
席
ま
で
の

給
与
体
系
を
作
り
、十
等
席
は
小
学
校
卒
業
、

九
等
席
は
中
学
や
商
業
学
校
卒
業
な
ど
の
初

任
給
を
決
め
、
日
本
に
お
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
給
与
体
系
の
最
初
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

横
浜
支
店
長
時
代
、
外
国
人
居
留
地
と

あ
っ
て
貿
易
商
も
多
く
、
英
語
の
出
来
る
米

山
の
活
躍
の
場
は
さ
ら
に
広
が
り
、
大
阪

支
店
長
を
経
て
入
行
十
三
年
目
四
十
三
歳
の

時
、
池
田
成
彬
と
共
に
三
井
銀
行
常
務
取
締

役
に
就
任
。
池
田
は
後
に
日
銀
総
裁
、
大
蔵

大
臣
を
務
め
る
な
ど
日
本
金
融
界
の
第
一
人

者
と
な
り
、
米
山
と
は
生
涯
の
友
で
あ
り
、

よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
し
た
。

　

外
国
と
の
交
渉
に
抜
群
の
力
の
あ
る
米
山

は
、
朝
鮮
、
満
州
、
支
那
を
は
じ
め
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
出
張
。

　

四
十
七
歳
の
時
、
新
隠
居
論
を
発
表
。
銀

行
は
、
信
用
と
徳
が
大
切
、
人
物
の
養
成
と

共
に
、
社
会
奉
仕
と
い
う
理
念
を
強
く
持
っ

て
い
た
梅
吉
は
、
ダ
ラ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
合
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
た
経
験

か
ら
、
日
本
で
も
作
る
べ
き
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
し
て
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
発
祥

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
起
り
は
、
シ
カ

ゴ
に
弁
護
士
事
務
所
を
開
い
て
い
た
青
年

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
が
、
三
人
の
友
人
と
相
談

し
て
信
頼
で
き
る
公
正
な
取
引
を
し
、
仕
事

の
付
き
合
い
か
ら
、
親
し
い
友
人
と
な
る
よ

う
な
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
思
い
定
期
的
に

会
合
を
持
つ
ク
ラ
ブ
を
、
一
九
〇
三
年
二
月

二
十
三
日
に
設
立
。
ハ
リ
ス
三
十
五
歳
。
業

種
に
偏
り
が
な
い
よ
う
出
来
る
だ
け
異
な
っ

た
商
業
の
人
に
声
を
か
け
、
政
治
と
宗
教
だ

け
は
除
外
。
で
す
か
ら
そ
の
後
、
チ
ャ
ー
チ

ル
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

と
い
っ
た
代
表
的
政
治
家
も
、
議
員
の
間
は

資
格
停
止
、
政
治
的
中
立
が
守
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
観
念
は
世
界
平
和
で
す
。

　

最
初
の
会
合
は
、
有
志
の
昼
食
会
で
会
員

の
店
や
事
務
所
で
持
ち
回
り
で
行
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
名
付
け
ら
れ
、
や

が
て
志
を
同
じ
く
す
る
人
々
に
よ
っ
て
各

地
に
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ど
ん
ど
ん
会
員
が

増
え
、
五
年
後
の
一
九
一
〇
年
、
十
六
の
ク

ラ
ブ
が
出
来
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
連
合
会
成

第２回



41

新
築
、
焼
失
し
た
一
八
八
の
小
学
校
や
、
産

婦
人
科
医
療
病
院
、
殉
職
警
察
官
遺
族
な
ど

へ
救
援
活
動
を
行
い
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
こ
う
し
た
活
動
の

刺
激
を
う
け
て
、
神
戸
・
名
古
屋
・
京
都
・

横
浜
、
そ
し
て
大
正
十
二
年
、
京
城
、
奉
天
、

台
北
な
ど
日
本
が
統
治
し
て
い
る
国
の
主
要

十
一
の
都
市
に
も
次
々
と
設
立
さ
れ
、
三
十

年
間
貴
族
院
議
長
を
務
め
た
徳
川
十
六
代
家

達
公
は
、「
人
類
一
般
の
幸
福
の
た
め
、
最

も
優
秀
な
事
業
を
成
し
た
」
と
言
わ
れ
た
。

昭
和
三
年
十
月
、
太
平
洋
ロ
ー
タ
リ
ー
大
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
中
国
各
地
か
ら
会
員
が
家
族
連
れ

で
六
百
人
も
集
ま
り
ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
を
発

揮
。
明
く
る
昭
和
四
年
五
月
、
ロ
ー
タ
リ
ー

世
界
大
会
が
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ラ
ス
で
開
催
さ

れ
、
日
本
か
ら
米
山
梅
吉
が
ガ
バ
ナ
ー
と
し

て
出
席
し
、
得
意
の
英
語
で
堂
々
と
ス
ピ
ー

チ
、日
本
人
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
活
躍
で
、

日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
発
展
を
続
け

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
離
脱
し
解
散
と
い
う
悲

哀
は
、
次
週
の
連
続
と
致
し
ま
す
。
■

立
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
と
広
が
り

一
九
一
二
年
、
初
の
国
際
連
合
会
開
催
。

　

一
九
一
七
年
ア
ー
チ
・
Ｃ
・
ク
ラ
ン
フ
会

長
が
、
ア
ト
ラ
ン
タ
で
「
世
界
で
よ
い
こ
と

を
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
ま
し
ょ
う
」
こ

の
基
金
が
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
と
名
付
け
ら

れ
、
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
設
立
さ
れ
て
十

年
後
の
一
九
二
二
年
に
は
完
全
な
国
際
組
織

と
な
り
、そ
の
名
も
ロ
ー
タ
リ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
一
九
二
九
年
、
五
百
ド
ル
が

国
際
障
害
児
協
会
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　　

日
本
の
ク
ラ
ブ
創
立
へ

　

米
山
が
、
ダ
ラ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
に
出
席
し
た
三
年
後
、
三
井
物
産
ダ
ラ

ス
支
店
長
福
島
喜
三
次
が
日
本
に
帰
国

　
「
米
山
さ
ん
、
ロ
ー
タ
リ
ー
国
際
連
合
か

ら
東
京
で
も
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
ら
ど
う
か

と
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
「
私
も
、
友
愛
の
精
神
で
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
に
呼
び
か
け

東
京
に
も
作
り
ま
し
ょ
う
」

　

二
人
は
知
人
、
友
人
に
働
き
か
け
、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
二
十
日
、
世
界

十
二
番
目
の
国
と
し
て
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
創
立
。
翌
年
の
四
月
一
日
、
世
界
で

八
五
五
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
に
加
盟
が
認
め
ら
れ
、
米
山
が
会
長
に

就
任
、
五
十
三
歳
、
三
井
銀
行
常
務
取
締
役

在
任
中
で
、
設
立
参
加
者
は
、

　

日
本
銀
行
理
事		

深
井
英
五

　

日
本
染
色
取
締
役	

藤
野
正
年

　

三
井
物
産
支
配
人	

福
島
喜
三
次

　

明
治
生
命
専
務		

藤
田
譲

　

内
外
興
業
社
長		

藤
原
俊
雄

　

堀
越
商
会
会
主		

堀
越
善
重
郎

　

星
製
薬
社
長		


星　

一

　

東
京
市
電
気
局
長	

井
上
敬
次
郎

　

北
海
道
炭
鉱
社
長	

磯
村
豊
太
郎

　

日
本
郵
船
社
長		

伊
東
米
次
郎

　

日
興
證
券
社
長		

岩
井
重
太
郎

　

日
本
製
鋼
会
長		
樺
山
愛
輔

　

横
浜
正
金
銀
行
副
頭
取	
梶
原
仲
治

　

芝
浦
製
作
所
取
締
役	

岸
敬
二
郎

　

北
島
商
会
会
主		

北
島
亘

　

三
越
専
務		



倉
知
誠
夫

　

三
井
鉱
業
常
務		

牧
田
環

　

建
築
士		



長
野
宇
平
次

　

日
本
興
業
銀
行
副
頭
取	

小
野
英
次
郎

　

東
京
商
科
大
学
学
長	

佐
野
善
作

　

清
水
建
設
代
表
社
員	

清
水
釘
吉

　

東
京
日
々
新
聞
取
締
役	

対
馬
健
之
助

　

富
士
紡
績
社
長		

和
田
豊
治

　

南
海
産
業
社
長		

三
神
敬
長

　

三
菱
製
紙
社
長		

田
原
豊

　

弁
護
士		



宮
岡
恒
次
郎

　

明
治
製
糖
社
長		

相
馬
半
治

　

千
代
田
組
顧
問		

朝
吹
常
吉

　

以
上
二
十
九
名
が
創
立
会
員
。

　

当
時
の
財
界
の
主
要
人
物
、
会
社
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
人
達
で
す
か
ら
多
忙
と
あ
っ
て

例
会
の
出
席
や
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
順
調
で

は
な
か
っ
た
が
、
会
長
の
米
山
は
海
外
出
張

以
外
は
必
ず
出
席
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
大
切

さ
を
説
き
続
け
、
東
京
に
続
い
て
三
年
後
大

阪
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
。　

　

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
、

東
京
全
滅
の
ニ
ュ
ー
ス
が
海
外
に
伝
え
ら
れ

る
や
、世
界
各
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、

総
額
八
万
九
八
〇
〇
ド
ル
も
の
義
援
金
が
送

ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　

東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
友
情

に
感
謝
し
て
改
め
て
ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
に
目

覚
め
、
こ
れ
を
機
に
本
格
的
な
社
会
奉
仕
活

動
を
は
じ
め
ま
す
。

大
震
災
に
よ
る
多
く
の
孤
児
を
救
う
た
め
、

東
京
都
孤
児
院
の
中
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
家
を

経営と健康


